
戦争にＮＯ！を突きつけるために、

田城郁参議院議員と共に闘おう！

ＪＲ東海労ニュース

自民党は３月８日、結党60年となる第82回党大会を開き、憲法改正を柱とした運動

方針を決定したとマスコミは報道しました。

運動方針にはこのほか、「アベノミクス」の完遂や、戦後70年に当たり近隣諸国と

の関係改善と靖国神社参拝の継承などを謳っています。近隣諸国との関係改善と靖国

神社参拝の継承とは相容れないものであり、矛盾した方針には理解に苦しむところで

す。ますます格差社会が拡大し、労働者・一般市民にとっては犠牲を強いられる方針

です。

安倍政権や安倍政権を支えるマスコミなどは、「イスラム国」問題を「追い風」に

改憲ムードへと世論操作を行っ

ています。しかし、この間の戦

争の歴史は、敵国をつくり国民

に戦意を持たせるための情報操

作がされてきました。また、武

力では問題は解決できず、武力

行使は負の連鎖をさらに拡大す

ることが教訓です。

改憲は、戦争するための準備

です。改憲後は、若い人たちは

徴兵され、労働者は戦争のため

の動員を強制されます。ＪＲ東

海労は、全ての戦争政策に反対

します。

自民党党大会で改憲を運動の柱に
本腰を入れて戦争準備
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